
夏
目
漱

石
の
学
歴

　
漱
石
（
本
名
、
夏
目
金
之
助
）
は
、
　
「
学
制
」
期
に
お
げ
る
初

等
教
育
の
洗
礼
を
受
け
た
人
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
以
降
の
近
代

学
校
教
育
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
く
時
期
の
中
等
及
び
高
等
教
育

を
受
け
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
学
校
設
立
期
の
明
治
七
年

に
七
歳
で
入
学
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
学
校
を
経
験
し
、
明
治
二
十
六

年
帝
国
大
学
文
科
大
学
（
英
文
学
科
）
を
卒
業
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
大
学
院
に
進
学
し
、
明
治
二
十
八
年
四
月
に
教
師
と

し
て
独
立
す
る
ま
で
在
籍
し
た
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
以
前
に
、
教
育
者
と
し
て
の
漱
石
に
関
心
を
持
ち
、

「
夏
目
漱
石
の
教
育
観
と
教
師
と
し
て
の
漱
石
」
と
い
う
小
論
を

書
い
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
松
山
中
学
校
の
教
師
と
な
っ
て
か
ら
、

明
治
四
十
年
に
東
京
帝
国
大
学
の
教
師
を
辞
職
す
る
ま
で
の
漱
石

を
対
象
と
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
漱
石
が
当
時
最
高
の
学

歴
と
英
文
学
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た
学
識
を
有
し
て
い
な
が
ら
、
ど

う
し
て
東
京
帝
国
大
学
の
教
師
を
辞
職
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

、」ノ

林
　
　
洋
　
　
郎

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
何
よ
り
も
作

家
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
才
能
と
個
性
を
生
か
す
道

で
あ
る
と
確
信
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
先
の
小
論
で
も
指
摘
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜

の
で
あ
る
が
、
漱
石
自
身
は
、
自
分
の
教
師
と
し
て
の
適
格
性
に

疑
問
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
の
教
師
と
し
て
の
漱
石
は
、

多
く
の
学
生
た
ち
に
尊
敬
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
僚
や
学
生
た

ち
と
の
人
間
関
係
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
、
ま
た
、
自
分
の
教
育
観
と

現
実
の
生
徒
達
と
の
ず
れ
に
悩
ん
で
い
た
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。　

作
家
と
し
て
、
人
間
教
師
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
文
豪
夏
目

漱
石
の
学
令
期
の
教
育
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

漱
石
の
学
歴
を
通
し
て
、
明
治
期
の
漱
石
の
受
け
た
教
育
の
実
状

を
考
察
し
、
漱
石
の
学
歴
の
不
明
で
あ
っ
た
部
分
を
明
ら
か
に
し

た
い
と
思
う
。

、
学
歴
年
表

　
　
　
　
　
　
　
　
○

最
も
詳
細
な
漱
石
年
表
と
、

漱
石
の
伝
記
と
し
て
定
評
の
あ
る
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3
）

小
宮
豊
隆
著
「
夏
目
漱
石
」
－
お
よ
び
文
部
省
年
報
を
手
が
か
り
と

し
て
、
漱
石
の
学
ん
だ
学
校
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
七
歳

⑱
十
二
月
、
戸
田
学
校
（
第
一
大
学
区
東
京
府
管
内
第
五
中
学
区

　
　
　
　
　
第
八
番
小
学
、
明
治
七
年
設
立
）

　
　
　
　
　
下
等
小
学
第
八
級
に
入
学

　
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
八
歳

⑧
五
月
、
戸
田
学
校
下
等
小
学
第
八
級
画
第
七
級
卒
業

⑧
十
一
月
、
戸
田
学
校
下
等
小
学
第
六
級
固
第
五
級
卒
業

　
明
治
九
年
（
一
九
七
六
）
九
歳

竃
五
月
、
戸
田
学
校
下
等
小
学
第
四
級
卒
業

⑧
六
月
（
推
定
）
、
市
谷
学
校
（
第
一
大
学
区
東
京
府
管
内
第
三

　
　
　
　
中
学
区
第
四
番
小
学
、
明
治
六
年
設
立
）

　
　
　
　
下
等
小
学
第
三
級
に
転
校

⑧
十
月
、
市
谷
学
校
下
等
小
学
第
三
級
卒
業

　
明
治
十
年
（
一
九
七
七
）
十
歳

蟻
五
月
四
日
、
市
谷
学
校
下
等
小
学
第
二
級
卒
業

竃
十
二
月
一
日
、
市
谷
学
校
下
等
小
学
第
一
級
卒
業

　
明
治
十
一
年
（
一
九
七
八
）
十
一
歳

⑧
四
月
二
十
九
日
、
市
谷
学
校
上
等
小
学
第
八
級
卒
業

惑
十
月
二
十
四
日
、
錦
華
学
校
（
第
一
大
学
区
東
京
府
管
内
第
四

　
　
　
　
中
学
区
第
二
番
小
学
、
明
治
六
年
設
立
）

　
　
　
　
尋
常
科
第
二
級
後
期
卒
業

　
明
治
十
二
年
（
一
九
七
九
）
十
二
歳

三
二
月
、
東
京
府
第
一
中
学
校
（
東
京
神
田
区
表
神
保
町
、
明
治

　
　
　
　
十
一
年
設
立
）
正
則
科
第
七
級
乙
に
入
学

明
治
十
四
年
（
一
九
八
一
）
十
四
歳

⑧
一
月
（
推
定
）
、
東
京
府
第
一
中
学
中
退

⑬
四
月
（
推
定
）
、
漢
学
塾
、
二
松
学
舎
（
東
京
麹
町
区
一
番
町
、

　
　
　
　
明
治
十
年
設
立
）
に
入
学

⑧
七
月
、
二
松
学
舎
第
三
級
第
一
課
卒
業

鰺
十
一
月
、
二
松
学
舎
第
二
級
第
三
課
卒
業

　
　
　
　
　
（
一
年
以
上
通
塾
し
た
と
推
定
さ
れ
る
）

明
治
十
六
年
（
一
九
八
三
）
十
六
歳

㊧
九
月
（
推
定
）
、
私
塾
、
成
立
学
舎
に
入
学

　
　
　
　
　
（
一
年
程
通
塾
し
た
）

明
治
十
七
年
（
一
九
八
四
）
十
七
歳

⑧
九
月
、
東
京
大
学
予
備
門
入
学

⑧
十
二
月
、
東
京
大
学
予
備
門
、
四
級
（
第
一
年
）
在
籍

明
治
十
八
年
（
一
九
八
五
）
十
八
歳

三
二
月
、
東
京
大
学
予
備
門
、
第
二
学
期
の
成
績
（
百
十
六
人
中
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二
十
七
番
）

明
治
十
九
年
（
一
九
八
穴
）
十
九
歳

⑱
四
月
、
　
（
東
京
大
学
予
備
門
は
第
二
筒
等
中
学
校
と
改
称
）

⑧
七
月
、
第
二
筒
等
中
学
校
予
科
二
級
留
年
と
な
る
。

明
治
二
十
年
（
一
九
八
七
）
二
十
歳

竃
一
月
、
第
一
高
等
中
学
校
予
科
第
二
級
（
首
席
と
な
る
）

⑧
九
月
、
第
二
局
等
中
学
校
予
科
一
級
に
進
級

明
治
二
十
一
年
（
一
九
八
八
）
二
十
一
歳

⑧
七
月
九
日
、
第
一
高
等
中
学
校
予
科
卒
業

⑧
九
月
、
第
二
局
等
中
学
校
本
科
第
一
部
（
文
科
）
進
学
、
英
文

　
　
　
　
学
を
専
攻

明
治
二
十
三
年
（
一
九
九
〇
）
二
十
三
歳

鱈
七
月
八
日
、
第
二
局
等
中
学
校
本
科
一
部
（
文
科
）
卒
業

鰹
九
月
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
学
科
に
入
学
、

明
治
二
十
五
年
（
一
九
九
二
）
二
十
五
歳

竃
五
月
三
日
（
東
京
専
門
学
校
で
教
え
始
め
る
）

明
治
二
十
六
年
（
一
九
九
三
）
二
十
六
歳

⑧
七
月
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業
（
英
文
学
科
第
二
回
生
、
二

　
　
　
　
人
目
）

⑱
七
月
十
日
、
帝
国
大
学
大
学
院
に
入
学

⑧
十
月
（
東
京
高
等
師
学
校
英
語
嘱
託
と
な
る
）

明
治
二
十
八
年
、
二
・
届
八
歳

⑧
四
月
十
日
、
大
学
一
、
高
等
師
範
学
校
、
東
京
専
門
学
校
を
辞

　
　
　
　
し
て
、
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
の
嘱
託
教
員
に
就
任
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
虹

　
　
　
　
る
。

二
、
小
学
校
の
卒
業
試
験

　
漱
石
の
自
叙
伝
と
い
わ
れ
る
作
晶
「
道
草
」
の
中
で
、
一
番
古

い
小
学
校
の
卒
業
証
書
に
は
、
　
「
第
一
大
学
区
第
五
中
学
区
第
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
）

番
小
学
」
な
ど
と
い
う
朱
印
が
押
し
て
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
る
。
こ
の
学
校
は
、
明
治
七
年
十
二
月
に
設
立
さ
れ
た
戸
田
学

校
で
あ
り
、
漱
石
は
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
の
学
校
の
下
等
小

学
第
八
級
に
入
学
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
部
省
第
二

　
　
5
）

年
報
（
明
治
七
年
）
に
よ
る
と
、
教
員
男
五
名
、
生
徒
男
六
十
四

名
、
女
三
十
五
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
6
）

　
「
学
制
」
（
の
第
二
章
か
ら
第
六
章
に
よ
る
と
、
全
国
を
八
大
学

区
に
分
け
、
さ
ら
に
各
大
学
区
を
三
十
二
の
中
学
区
、
各
中
学
区

を
二
一
〇
の
小
学
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
学
校
、
中
学
校
、

小
学
校
を
各
一
校
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
文
部
省
は
「
学

制
」
施
行
に
関
す
る
当
面
の
計
画
の
第
一
と
し
て
、
小
学
校
の
普

及
発
達
に
最
も
力
を
尽
し
た
の
で
あ
る
。
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教
育
制
度
発
達
史
に
よ
る
と
、
文
部
省
は
「
学
制
」
頒
布
の
翌

月
即
ち
明
治
五
年
九
月
八
日
、
　
「
小
学
教
則
」
を
制
定
し
、
　
「
学

制
」
実
施
の
方
法
を
明
示
し
た
。
　
「
小
学
教
則
」
は
、
　
「
学
制
し

の
規
定
し
た
大
綱
に
基
づ
き
、
上
下
二
等
の
小
学
を
各
八
級
に
分

け
、
下
等
八
級
よ
り
上
等
一
級
に
至
る
毎
級
の
期
問
を
六
か
月
と

し
、
毎
週
日
曜
日
を
除
き
一
日
五
時
間
、
一
週
三
十
時
間
と
し
、

「
学
制
」
に
規
定
し
た
学
課
を
各
学
級
に
配
当
し
、
教
科
書
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

し
て
、
教
授
方
法
の
大
要
を
示
し
た
。

　
「
小
学
教
則
」
の
第
一
章
に
、
　
「
小
学
ヲ
分
テ
上
下
二
等
ト
ス

下
等
ハ
六
歳
ヨ
リ
九
歳
二
止
リ
、
上
等
八
歳
ヨ
リ
十
三
歳
二
終
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

上
下
合
セ
テ
在
学
八
年
ト
ス
」
－
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
児
童
は
、
学
齢
に
達
す
る
と
、
ま
ず
下
等
第
八
級
に
入
り
、
漸

次
進
級
し
て
第
一
級
に
進
み
、
そ
れ
を
修
了
す
る
と
「
大
試
業
し

（
卒
業
試
験
）
を
課
せ
ら
れ
た
。
落
第
生
は
、
な
お
六
ケ
月
下
等

第
一
級
に
と
ど
ま
る
。
合
格
者
は
上
等
第
八
級
に
進
学
し
、
下
等

と
同
様
に
累
進
し
て
第
一
級
の
学
業
を
修
め
、
　
□
大
試
業
」
の
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

格
者
が
、
中
学
へ
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
漱
石
は
慶
応
三
年
二
月
九
日
（
旧
一
月
五
日
）
生
れ
で
、
翌
年

の
十
月
二
十
三
日
（
旧
九
月
八
日
）
に
明
治
元
年
と
改
元
さ
れ
て

い
る
の
で
、
小
学
校
に
入
学
し
た
明
治
七
年
十
二
月
と
い
う
の
は
、

満
七
歳
と
十
か
月
に
な
る
。
明
治
六
年
の
六
月
に
は
入
学
し
て
い

て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
一
年
半
遅
れ
て
人
学
し
た
わ

け
で
あ
る
。
漱
石
は
二
歳
の
頃
に
、
塩
原
家
の
養
子
と
し
て
入
籍

さ
れ
、
養
父
昌
之
助
の
長
男
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

で
明
治
七
年
四
月
頃
に
は
、
養
父
母
の
不
和
の
た
め
に
一
時
実
家

に
引
き
と
ら
れ
て
い
る
が
、
同
年
十
二
月
頃
に
、
新
設
さ
れ
た
ば

か
り
の
戸
田
学
校
に
入
学
す
る
た
め
、
漱
石
は
浅
草
の
養
父
の
と

こ
ろ
に
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
江
藤
淳
は
、
『
漱
石
と
そ
の
時
代
』

に
お
い
て
、
　
「
…
：
・
政
治
画
経
済
の
両
面
に
わ
た
っ
て
大
き
な
変

動
の
あ
っ
た
こ
の
年
（
明
治
七
年
）
は
、
近
代
的
な
学
制
が
実
施

に
う
つ
さ
れ
は
じ
め
た
と
い
う
意
味
で
も
画
期
的
な
年
で
あ
る
。

戸
長
の
職
に
あ
っ
た
塩
原
昌
之
助
は
、
も
ち
ろ
ん
教
育
に
「
近
代
」

を
導
入
し
よ
う
と
す
る
こ
の
国
策
に
率
先
し
て
協
力
す
べ
き
立
場

に
あ
っ
た
。
し
か
も
金
之
助
（
漱
石
）
が
入
学
さ
せ
ら
れ
た
戸
田

小
学
校
は
、
養
父
の
家
の
す
ぐ
隣
の
浅
草
寿
町
十
一
番
地
に
あ
っ

た
。
彼
が
こ
う
し
て
、
近
代
的
な
学
制
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
明

治
の
日
本
人
の
最
初
の
世
代
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
）

憶
に
あ
た
い
す
る
事
実
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
漱
石
は
、
一
年
半
遅
れ
て
入
学
し
た
け
れ
ど
も
成
績
優
秀
の
た

め
に
、
翌
年
の
明
治
八
年
五
月
に
は
、
戸
田
学
校
の
下
等
小
学
八

級
と
七
級
を
同
時
に
卒
業
し
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
、
同
校
の
六

級
と
五
級
を
同
時
に
卒
業
し
て
、
一
年
の
お
く
れ
を
と
り
も
ど
し
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て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
漱
石
は
試
験
の
結
果
、
八
級
と
六
級

を
飛
び
越
し
て
進
級
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
小

学
教
則
」
の
規
定
に
よ
ら
ず
に
、
こ
の
よ
う
な
飛
び
級
が
ど
う
し

て
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
等
級
試
験
に
つ
い
て
は
、
学
制

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

の
「
生
徒
及
試
業
の
事
］
の
中
の
第
四
十
八
章
か
ら
第
五
十
一
章

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
各
府
県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
規
則
に
も
と

づ
い
て
、
細
則
を
定
め
て
実
行
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
府
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

明
治
五
年
か
ら
九
年
ま
で
施
行
さ
れ
た
試
験
規
則
が
あ
る
。
第
十

四
条
ま
で
あ
る
が
、
漱
石
の
飛
び
級
に
関
連
し
て
い
る
も
の
を
い

く
つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
試
験
規
則

　
第
一
条
、
試
験
に
三
様
ア
リ
。
一
ヲ
月
末
小
試
験
ト
シ
、
一
ヲ

　
　
定
期
試
験
ト
シ
、
一
ヲ
卒
業
大
試
験
ト
ス
。

　
第
二
条
、
毎
月
月
末
小
試
験
ヲ
行
ヒ
∵
生
徒
学
業
ノ
進
否
ヲ
判

　
　
ジ
、
座
次
並
名
札
ヲ
上
下
ス
ベ
シ
。

　
　
　
但
小
試
験
ハ
其
校
教
師
ノ
ミ
ニ
テ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
。

　
第
三
条
、
定
期
試
験
ハ
毎
年
両
度
ト
定
ム
（
四
、
五
ノ
ニ
ケ
月

　
　
ヲ
前
期
ト
シ
、
十
、
十
一
ノ
ニ
ケ
月
ヲ
後
期
ト
ス
。
）

　
　
　
但
予
メ
各
校
試
験
ノ
序
次
ヲ
定
ム
ベ
シ
。

　
第
四
条
、
定
期
試
験
ノ
外
学
業
優
等
ノ
者
ハ
、
臨
時
試
験
ヲ
行

　
　
ヒ
、
昇
級
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

第
十
三
条
、
及
第
生
徒
格
別
優
等
ノ
モ
ノ
ニ
ハ

　
吏
員
ヨ
リ
賞
賜
ヲ
与
フ
ベ
シ
。

第
十
四
条
、
及
第
生
ニ
ハ
左
ノ
雛
形
ノ
通
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
虹

　
業
証
書
ヲ
与
フ
ベ
シ
。

　
　
但
学
区
取
締
モ
立
会
フ
ベ
シ
。

即
日
第
五
課

該
校
二
於
テ
卒

　
こ
の
試
験
規
則
は
、
漱
石
が
小
学
校
の
試
験
を
受
け
た
と
き
、

こ
の
規
則
の
か
な
り
の
部
分
が
適
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
後
改
正
さ
れ
て
、
と
り
わ
け
十
年
二
月
に
規
定
さ
れ
た

「
東
京
府
小
学
校
試
験
ノ
定
」
の
如
き
は
も
っ
と
詳
細
を
き
わ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
先
に
あ
げ
た
試
験
規
則
の
第
三
条
に
よ
っ
て
、
定
期
試
験
の
実

施
時
期
が
前
期
と
後
期
の
二
回
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

第
四
条
に
飛
び
級
に
相
当
す
る
臨
時
試
験
に
よ
る
昇
級
の
規
定
が

あ
る
。
漱
石
は
明
治
八
年
の
前
期
と
後
期
の
二
度
に
わ
た
っ
て
昇

級
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
十
三
条
に
よ
り
、
学
業
が
格
別
優

等
な
も
の
に
は
、
賞
晶
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
漱

石
は
『
道
草
。
の
三
十
一
の
中
で
、
「
証
書
の
う
ち
に
は
賞
状
も
二

三
枚
交
っ
て
い
た
。
昇
り
竜
と
降
り
竜
で
丸
い
輪
郭
を
取
っ
た
真

中
に
、
甲
科
と
書
い
た
り
乙
科
と
書
い
た
り
し
て
あ
る
下
に
、
い

つ
も
筆
墨
紙
と
横
に
断
っ
て
あ
っ
た
。
」
と
書
さ
、
続
い
て
、
時
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に
は
「
書
籍
」
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
　
「
勧
善
訓
蒙
だ
の
輿
地
誌
略

だ
の
を
抱
い
て
喜
び
の
あ
ま
り
飛
ん
で
宅
へ
帰
っ
た
昔
を
思
い
出

し
た
。
」
と
当
時
を
回
想
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
小
宮
豊
隆
に

よ
る
と
、
漱
石
の
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
賞
状
は
、
合
計
三
枚
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
）

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
写
真
で
見
る
こ
と
の
で

き
る
明
治
十
年
五
月
八
日
の
賞
状
に
は
、
　
「
書
籍
」
と
い
う
朱
印

　
　
　
　
　
6
）

が
捺
し
て
あ
る
。
ま
た
、
写
真
で
み
る
明
治
十
一
年
四
月
二
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

日
の
日
付
の
あ
る
市
谷
小
学
校
上
等
第
八
級
卒
業
の
時
の
も
の
に

は
、
　
「
筆
墨
紙
」
の
印
が
お
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
う
し

て
み
る
と
こ
の
他
に
も
何
度
か
同
様
の
優
等
の
賞
状
を
も
ら
っ
て

い
る
と
患
わ
れ
る
。

　
漱
石
は
、
戸
田
学
校
下
等
小
学
第
四
級
を
終
了
し
た
後
、
養
父

の
家
の
事
情
に
よ
り
、
明
治
九
年
六
月
頃
、
市
谷
学
校
の
下
級
小

学
二
級
に
転
校
し
、
実
家
よ
り
通
学
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
文
部
省
第
二
年
報
と
第
四
年
報
に
あ
る
公
立
小
学
校
一
覧
表
に

よ
り
、
転
校
す
る
頃
（
明
治
九
年
）
の
戸
田
学
校
を
設
立
当
時

（
明
治
七
年
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
教
師
は
男
教
員
五
人
で
変

わ
り
な
い
が
、
生
徒
数
は
男
児
が
六
十
四
人
か
ら
百
四
十
六
人
に
、

女
児
が
三
十
五
人
か
ら
七
十
七
人
と
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

一
方
転
校
し
た
市
谷
学
校
は
、
戸
田
学
校
と
同
じ
七
年
の
設
立
で

あ
り
、
当
初
と
比
較
し
て
転
校
し
た
頃
は
、
教
師
は
男
性
四
人
で

変
わ
ら
な
い
が
、
生
徒
数
は
男
児
が
四
十
八
人
か
ら
八
十
二
人
に
、

女
児
が
十
五
人
か
ら
三
十
八
人
と
や
は
り
二
倍
を
越
え
る
増
加
ぷ

り
で
あ
る
。
校
舎
に
つ
い
て
は
、
戸
田
学
校
は
新
築
で
あ
り
、
市

谷
学
校
は
旧
民
家
を
改
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般
に
当
時
は

ま
だ
寺
院
や
民
家
を
借
り
た
も
の
が
多
く
、
設
備
そ
の
他
の
点
で

不
充
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
市
谷
学
校
で
漱
石
と
同
級
で
あ
り
、
熊
本
高
等
学
校
で
同
僚
で

も
あ
っ
た
篠
本
二
郎
は
、
漱
石
が
転
校
し
て
き
た
頃
の
思
い
出
を

書
き
、
そ
の
中
で
市
谷
学
校
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
余
と
夏
目
君
と
相
識
り
し
は
、
明
治
六
年
頃
と
記
憶
す
る
。
牛

込
薬
王
寺
前
町
に
一
の
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
其
の
近
傍
の
小

供
は
、
士
と
な
く
商
と
な
く
、
一
様
に
入
学
を
許
さ
れ
た
。
大
抵

年
齢
に
よ
り
て
、
上
は
一
級
よ
り
下
は
六
級
ま
で
分
た
れ
て
、
六

級
よ
り
三
級
ま
で
は
、
男
女
混
合
で
あ
っ
た
。
余
と
夏
目
君
と
は

三
級
に
て
、
而
も
同
じ
腰
掛
に
座
を
占
め
て
居
た
。
当
時
の
小
学

校
は
、
校
舎
其
他
の
設
備
不
完
全
な
り
し
の
み
な
ら
ず
、
先
生
も

六
七
十
位
の
漢
学
者
も
交
り
、
又
洋
算
な
ど
教
へ
ら
る
＼
先
生
に

は
、
二
十
歳
前
後
の
人
も
あ
り
て
、
極
め
て
乱
雑
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
或
時
六
十
許
の
先
生
が
、
幅
澤
塾
出
版
の
世
界
国
尽
し
に

よ
り
て
、
舶
来
の
洋
文
字
入
り
東
半
球
の
図
を
掲
げ
、
緩
る
緩
る

世
界
国
尽
し
と
引
合
せ
て
、
亜
非
利
加
北
部
の
国
々
の
名
を
覚
束
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蝸

な
く
指
示
さ
れ
た
…
…
－
。
一
こ
れ
は
、
市
谷
学
校
だ
け
で
は
な

く
、
当
時
の
小
学
校
の
一
般
的
な
姿
で
あ
っ
た
。

三
、
指
導
方
法
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
明
治
六
年
の
師
範
学
校
創
定
小
学
教
則
概
表
の
下
等
小
学
教
則

を
み
る
と
、
大
体
は
、
読
物
、
習
字
、
算
術
の
三
主
要
教
科
を
も

っ
て
第
八
級
か
ら
第
一
級
ま
で
を
貫
い
て
お
り
、
寺
小
屋
か
ら
の

連
続
性
を
示
し
て
い
る
が
、
問
答
と
い
う
独
自
の
教
科
を
設
け
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
主
義
の
影
響
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
教
育
方
法
一
般
に
つ
い
て
、
寺
子
屋
で
は
個
別
教
授
法
が
中
心

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
学
制
以
後
の
学
校
に
な
っ
て
多
数
の
生

徒
を
教
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
斉
教
授
法
の
や
り
方
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
教
室
に
は
黒
板
が
設
置
さ
れ
、
掛
図
、

教
科
書
な
ど
の
教
材
教
具
も
準
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　
「
学
制
」
の
実
施
に
は
、
教
員
の
養
成
が
先
決
問
題
と
な
っ
て

い
た
。
文
部
省
は
、
明
治
五
年
五
月
二
十
九
日
、
東
京
師
範
学
校

を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
明
治
最
初
の
師
範
学
校
で
、
明
治
五
年
八

月
、
諸
葛
信
澄
が
校
長
と
な
り
、
指
導
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
、

M
㊥
M
画
ス
コ
ッ
ト
を
招
い
た
。
彼
は
、
明
治
五
年
九
月
よ
り
七

年
八
月
ま
で
東
京
師
範
学
校
に
在
職
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
科
書

や
教
具
を
輸
入
し
て
、
師
範
学
校
の
生
徒
に
小
学
授
業
法
を
実
演

し
た
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
に
よ
っ
て
近
代
化
さ
れ
た
わ
が
初
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

教
育
の
実
際
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ス
コ
ッ
ト
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
授
業
の
方
法
は
、
諸
葛
信
澄

著
『
小
学
教
師
必
携
』
（
明
治
六
年
士
一
月
）
及
び
『
補
正
小
学
教

師
必
携
』
（
明
治
八
年
四
月
）
に
よ
っ
て
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
後
者
に
よ
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
緒
言
と
し
て
二
十
一
項

目
に
わ
た
り
、
教
師
が
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
般
的
事
項
が

　
　
　
　
　
　
⑫

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

　
一
、
教
師
と
い
う
も
の
は
、
唯
学
問
芸
術
を
身
に
つ
け
て
い
る

　
　
だ
け
で
な
く
、
よ
く
子
ど
も
を
指
導
し
て
、
自
立
で
き
る
よ

　
　
う
に
し
て
や
る
の
が
役
割
で
あ
る
。

　
一
、
子
ど
も
は
父
母
の
も
と
で
自
由
に
生
長
し
て
き
た
の
で
、

　
　
最
初
は
き
び
し
く
す
る
こ
と
な
く
、
順
序
を
ふ
ま
え
て
指
導

　
　
す
る
こ
と
。

　
一
、
子
ど
も
を
指
導
す
る
に
は
、
遊
び
や
運
動
等
に
も
気
を
っ

　
　
け
、
過
度
の
勉
強
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

　
一
、
子
ど
も
が
質
問
等
す
る
と
き
は
、
気
分
を
な
ご
や
か
に
し
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て
、
十
分
意
を
組
み
取
る
よ
う
に
配
慮
し
、
丁
寧
に
答
え
て

　
　
や
り
、
質
問
す
る
の
が
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ

　
　
と
。

　
一
、
毎
月
生
徒
の
学
術
を
試
験
し
、
そ
の
優
劣
に
し
た
が
っ
て

　
　
座
席
を
決
め
る
こ
と
。

　
一
、
授
業
中
、
教
師
が
教
室
を
出
る
と
き
は
、
第
一
席
の
生
徒

　
　
に
教
師
の
代
り
を
さ
せ
る
こ
と
。

　
一
、
授
業
時
間
以
外
は
、
で
き
る
だ
け
教
室
に
残
ら
な
い
よ
う

　
　
に
し
、
教
師
も
遊
び
場
に
出
て
、
危
険
の
な
い
よ
う
に
指
導

　
　
す
る
。

　
一
、
下
等
小
学
の
生
徒
は
、
男
女
を
混
同
し
て
教
授
す
る
と
し

　
　
て
も
、
座
席
の
男
女
の
列
を
別
に
し
て
、
遊
場
は
男
女
別
に

　
　
区
域
を
分
け
る
こ
と
。
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　
次
に
、
指
導
方
法
（
教
則
）
が
、
下
等
小
学
の
第
八
級
よ
り
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
級
ま
で
、
科
目
別
に
示
し
て
あ
る
。
例
え
ば
、
第
八
級
の
「
問

答
」
の
項
で
は
、
　
「
単
語
図
ヲ
用
ヰ
、
図
中
ノ
画
ヲ
指
シ
示
シ
、

其
物
晶
ノ
性
質
或
ハ
用
ヰ
方
、
或
ハ
食
シ
方
等
ヲ
問
答
ス
ベ
シ
。
」

と
あ
り
、
　
「
柿
」
と
「
筆
」
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒

が
答
え
る
ご
と
に
、
答
を
板
書
し
て
お
い
て
、
一
列
一
緒
に
復
読

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

四
、
公
立
中
学
校
の
受
験
と
退
学

　
と
こ
ろ
で
、
漱
石
は
明
治
十
一
年
四
月
、
市
谷
学
校
．
の
上
等
小

学
第
八
級
を
卒
業
し
た
あ
と
、
同
じ
年
の
十
二
月
に
は
、
錦
華
学

校
「
小
学
尋
常
科
二
級
後
期
」
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
小
宮
豊
隆
は
、
な
ぜ
漱
石
が
転
校
し
た
の
か
、

そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
設
備

が
よ
く
当
時
名
家
の
子
弟
が
多
く
集
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
3
）

　
　
　
　
　
⑫

を
あ
げ
て
い
る
。
明
治
九
年
の
記
録
で
あ
る
が
、
錦
華
学
校
は
、

明
治
六
年
の
設
立
で
、
新
築
の
校
舎
を
持
ち
、
教
員
は
男
性
十
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

生
徒
は
男
子
一
九
一
名
、
女
子
一
四
八
名
と
な
っ
て
お
似
、
そ
の

頃
と
し
て
は
大
規
模
校
で
あ
る
。
次
に
彼
は
、
　
「
そ
れ
に
し
て
も

明
治
十
一
年
の
四
月
に
市
谷
学
校
の
『
上
等
小
学
第
八
級
。
を
卒

業
し
た
も
の
が
、
同
じ
年
の
十
二
月
に
錦
華
学
校
の
■
小
学
尋
常

科
二
級
後
期
』
を
ど
う
し
て
卒
業
し
得
る
の
で
あ
る
か
。
当
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

小
学
校
は
八
年
制
で
あ
る
。
」
と
疑
問
を
な
げ
か
け
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
小
宮
は
、
当
時
の
小
学
校
は
、
上
等
小
学
八
級
七

級
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
最
上
級
で
、
多
く
の
小
学
校
は
そ
れ
以

上
の
教
育
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
と
、
当
時
の
錦
華
学

校
が
六
年
制
の
小
学
校
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
と
に
、
漱
石

が
市
谷
学
校
の
上
等
八
級
を
卒
業
し
た
後
、
錦
華
学
校
の
二
級
後
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期
に
入
学
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
正
確
な
こ
と
は
分

　
　
　
6
）

　
　
　
⑫

か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
制
度
的
な
考

察
を
す
る
が
、
上
等
八
級
卒
業
（
五
年
前
期
終
了
）
か
ら
尋
常
科

二
級
後
期
（
五
年
後
期
）
に
転
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
当
然

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、
翌
年
の
明
治
十
二
年
三
月

に
は
、
十
二
歳
で
東
京
府
第
一
中
学
に
入
学
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
漱
石
は
錦
華
学
校
の
一
級
を
終
了
し
な
い
で
入
学
し
た
の
か

ど
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
、
た
の
か
ど
う
か
が
問
題

で
あ
る
。

　
「
学
制
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
西
欧
の
教
育
制
度
を

モ
デ
ル
と
し
て
お
り
、
日
本
の
現
実
条
件
に
添
わ
な
い
点
も
多
く

あ
っ
た
の
で
、
実
際
は
相
当
の
変
形
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
明
治
十
一
年
頃
に
な
っ
て
も
、
上
等
小
学
の
在
籍
生
徒
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

き
わ
め
て
少
な
く
、
一
％
程
度
の
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
　
「
小
学
校
の
修
業
年
限
な
ど
も
府
県
に
よ
っ
て
、
六
年
制
、

八
年
制
、
一
等
、
二
等
、
三
等
、
甲
種
、
乙
種
、
丙
種
と
い
っ
た

も
の
が
定
め
ら
れ
、
教
則
も
様
々
に
編
ま
れ
る
と
い
う
風
に
な
っ

　
　
㈱

て
い
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
情
に
合
う
よ
う
に
改
め
ら
れ
て

き
て
い
た
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
　
「
各
府
県
は
民
費
の
節
約
、
教

育
費
の
節
減
の
た
め
、
小
学
校
の
年
限
を
短
縮
し
教
科
を
簡
素
化

し
実
用
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
他
方
で
は
巡
視
の
文
部
高
官
か
ら

つ
よ
く
教
則
の
自
由
化
を
指
導
さ
れ
た
の
で
、
十
年
の
後
半
か
ら

十
一
年
曲
十
二
年
に
か
け
て
、
ぞ
く
ぞ
く
と
小
学
教
則
の
改
正
を

　
　
　
　
　
　
　
㈱

文
部
省
へ
伺
い
出
た
。
」
の
で
あ
る
。
「
学
制
後
期
府
県
小
学
教
則

の
改
正
一
覧
」
に
よ
る
と
、
東
京
府
は
男
子
女
子
各
尋
常
教
則
を

六
年
六
級
（
簡
易
科
教
則
は
四
年
八
級
）
と
す
る
こ
と
が
、
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚

十
一
年
四
月
に
は
す
で
に
認
可
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

「
文
部
省
は
、
明
治
十
一
年
五
月
二
十
三
日
、
布
達
第
四
号
に
よ

っ
て
小
学
教
則
一
小
学
教
則
概
表
宙
小
学
用
書
目
録
な
ど
を
含
む

「
学
制
」
施
行
上
の
細
則
類
二
三
件
を
一
括
廃
止
し
た
。
そ
の
九

日
前
の
五
月
十
四
日
に
は
「
学
制
」
改
正
の
文
部
省
原
案
「
臼
本

教
育
令
案
」
が
上
進
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
布
達
は
「
学
制
」
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

正
へ
の
具
体
的
措
置
の
開
始
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
」

　
と
こ
ろ
で
、
漱
石
の
長
兄
大
助
は
、
明
治
九
年
頃
に
は
「
開
成

　
　
鋤

学
校
」
に
入
学
し
て
お
り
、
漱
石
の
勉
強
を
み
て
や
っ
て
い
た
。

父
親
お
よ
び
大
助
は
、
小
学
校
の
成
績
が
よ
か
っ
た
漱
石
に
期
待

を
か
け
、
創
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
東
京
府
第
一
中
学
校
へ
の
入
学

を
す
す
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。
「
学
制
」
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
中

学
校
に
は
十
四
歳
に
な
ら
な
い
と
入
学
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

先
に
み
た
よ
う
に
す
で
に
明
治
十
一
年
の
五
月
に
は
学
制
の
効
力

は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
や
が
て
出
さ
れ
る
教
育
令
を
先
取
り
し

た
新
し
い
中
学
校
は
、
十
二
歳
で
入
学
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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（
附
図
の
学
校
系
統
図
、
第
一
図
と
第
二
図
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
文
部
省
第
六
年
報
（
明
治
十
一
年
）
に
お
け
る
中
学
校
一
覧
表

に
ょ
る
と
、
東
京
の
公
立
中
学
校
は
、
明
治
十
一
年
（
九
月
）
設

立
の
東
京
府
第
一
中
学
（
東
京
本
郷
区
本
郷
元
町
）
一
校
の
み
で

あ
る
。
教
員
は
男
性
十
名
で
生
徒
数
は
男
子
一
二
二
名
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
東
京
府
は
明
治
十
一
年
八
月
に
次
の
よ
う
に
生
徒
を
募
集
し
た
。

前
文
は
省
略
す
る
が
、
二
科
各
六
十
名
の
募
集
で
あ
っ
た
。

　
　
　
学
　
科
　
区
　
別

正
則
科
、
邦
語
ヲ
以
テ
高
尚
普
通
ノ
学
科
ヲ
授
ク
ル
モ
ノ
在
学
期

　
　
　
　
ヲ
四
年
ト
ス

変
則
科
、
大
学
法
理
文
三
学
部
二
入
ル
ノ
階
梯
ニ
シ
テ
英
語
ヲ
以

　
　
　
　
テ
普
通
ノ
学
科
ヲ
教
へ
傍
国
書
ヲ
授
ル
モ
ノ
在
学
期
ヲ

　
　
　
　
三
年
ト
ス

　
　
　
入
　
学
　
試
　
験
　
則

　
公
立
学
校
二
於
テ
尋
常
ノ
小
学
科
ヲ
卒
業
セ
シ
者
ハ
試
験
ヲ
経

ス
シ
テ
正
変
則
共
二
入
学
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
、
其
他
ノ
者
ハ
左

ノ
試
験
ヲ
施
行
シ
入
学
ヲ
許
否
ス
ベ
シ

　
　
　
試
　
験
　
科
　
目

講
　
義
、
日
本
略
史
物
理
階
梯
初
学
経
済
論
各
一
葉

筆
　
算
、
加
減
乗
除
ヨ
リ
諸
比
例
マ
テ
三
題

作
　
文
、
日
用
往
復
文
一
題
記
事
論
説
文
一
題
片
仮
名
交
リ

　
漱
石
は
、
明
治
十
一
年
十
月
二
十
四
日
に
小
学
校
尋
常
科
第
二

級
を
卒
業
し
て
い
る
が
、
翌
年
三
月
ま
で
に
一
級
（
前
期
、
後
期
）

を
卒
業
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
明
治
十
二
年
三
月
頃
試

験
に
よ
り
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
東
京
府
は
明
治
十
二
年
六
月
に
は
、
第
二
中
学
を
設
置
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

の
八
月
生
徒
百
名
を
募
集
し
、
九
月
か
ら
開
業
し
て
い
る
。

　
明
治
十
四
年
一
月
頃
、
漱
石
は
第
一
中
学
を
退
学
す
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
此
の
中
学
と

い
う
の
は
、
今
の
完
備
し
た
中
学
な
ど
と
は
金
々
異
っ
て
い
て
、

そ
の
制
度
も
正
則
と
変
則
と
の
二
つ
に
分
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

正
則
と
い
う
の
は
日
本
語
許
り
で
、
普
通
学
の
総
て
を
教
授
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
り
英
語
は
更
に
や
ち
な
か
っ
た
。
変

則
の
方
は
こ
れ
と
異
っ
て
、
た
ゴ
英
語
の
み
を
教
え
る
と
い
う
に

止
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
私
は
何
れ
に
居
た
か
と
云
え
ば
、
此
の

正
則
の
方
で
あ
っ
た
か
ら
、
英
語
は
些
し
も
習
わ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
英
語
を
修
め
て
い
ぬ
か
ら
、
当
時
の
予
備
門
に
入
る
こ
と

が
六
ケ
敷
い
。
こ
れ
で
は
つ
ま
ら
ぬ
、
今
ま
で
自
分
の
抱
い
て
い

た
、
志
望
が
達
せ
ら
れ
ぬ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
是
非
廃
そ
う
と
い

う
考
を
起
し
た
の
で
あ
る
が
、
却
々
親
が
承
知
し
て
呉
れ
ぬ
。
そ

こ
で
、
擦
な
く
毎
日
々
々
弁
当
を
吊
し
て
家
は
出
る
が
、
学
校
に
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は
往
か
ず
に
、
そ
の
ま
＼
途
中
で
道
草
を
食
っ
て
遊
ん
で
居
た
。

そ
の
中
に
、
親
に
も
私
が
学
校
を
退
き
た
い
と
い
う
考
え
が
解
っ

た
の
だ
ろ
う
。
問
も
な
く
正
則
の
方
は
退
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い

　
　
　
　
　
鋤

う
わ
け
で
あ
る
。
」

　
漱
石
が
新
し
い
中
学
校
を
中
退
し
た
理
由
は
、
予
備
門
の
試
験

に
不
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
学
校
が
お
も
し
ろ
く
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
漱
石
は
正
則
の
方
を

退
学
し
て
か
ら
も
な
お
、
約
一
年
許
り
も
二
松
学
舎
に
通
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

好
き
な
漢
学
を
専
門
に
習
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
私
立
中
学
校
の
役
割

　
二
松
学
舎
は
、
三
島
中
洲
に
よ
り
、
明
治
十
年
に
長
男
三
島
桂

を
主
長
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
川
文
部
省
第
六
年
報
（
明

治
十
一
年
）
に
よ
る
と
、
教
員
男
性
二
名
、
生
徒
男
子
二
四
八
名

と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
私
立
中
学
校
と
し
て
は
多
数
の
生
徒
を

か
か
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
十
四
年
七
月
に
は
、
　
「
中
学

校
教
則
大
綱
」
に
よ
り
「
私
立
各
種
学
校
」
に
格
下
げ
さ
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
十
四
年
当
時
生
徒
数
は
男
子
五
六
七

　
　
　
　
　
　
鋤

人
を
数
え
て
い
る
。
　
■
二
松
学
舎
百
年
史
』
に
の
っ
て
い
る
明
治

十
四
年
の
入
学
者
名
簿
の
中
に
、
東
京
下
谷
区
西
町
四
番
地
、
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

原
金
之
助
の
名
前
が
み
え
る
。

　
漱
石
が
学
ん
だ
明
治
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
、
二
松
学

舎
は
五
年
制
の
学
校
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
十
四
年
の
〕
一
松
学
舎

規
則
」
に
よ
る
と
、
各
年
次
別
に
学
課
が
配
当
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
左
の
よ
う
な
級
別
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明

治
十
二
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
課
程
は
つ
ぎ
の
．
よ
う
で
あ
り
、
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

秋
二
回
の
試
験
期
を
定
め
て
い
た
。

　
三
級
第
三
課
、
日
本
外
史
、
日
本
政
記
、
十
八
史
略
、
国
史
略
、

　
　
小
学
。

　
三
級
第
二
課
、
靖
献
遺
言
、
蒙
求
、
文
章
軌
範
。

　
三
級
第
一
課
、
唐
詩
選
、
皇
朝
史
略
、
古
文
真
宝
、
復
文
。

　
二
級
第
三
課
、
孟
子
、
史
記
、
文
章
軌
範
、
三
体
史
、
論
語
。

　
二
級
第
二
課
、
論
語
、
唐
宋
八
家
文
、
前
後
漢
書
。

　
二
級
第
一
課
、
春
秋
左
氏
伝
、
孝
経
、
大
学
。

　
一
級
第
三
課
、
。
韓
非
子
、
国
語
、
戦
国
策
、
中
庸
、
荘
子
。

　
一
級
第
二
課
、
詩
経
、
孫
子
、
文
選
、
荘
子
、
書
経
、
近
思
録
、

　
　
萄
子
。

　
一
級
第
一
課
、
周
易
、
礼
記
、
老
子
、
墨
子
、
明
律
、
令
義
解
。

　
　
　
但
し
詩
、
文
章
は
共
通
と
す
。

　
一
方
、
入
学
も
そ
の
実
カ
に
応
じ
て
随
時
受
講
せ
し
め
た
が
、

多
く
は
三
級
程
度
で
、
二
級
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
は
稀
で
あ
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っ
た
と
い
う
。
漱
石
は
、
明
治
十
四
年
七
月
に
は
第
三
級
第
一
課
、

同
年
十
一
月
に
は
第
二
級
第
三
課
を
卒
業
し
て
い
る
。

　
漱
石
は
、
二
松
学
舎
に
学
ん
だ
頃
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
　
「
講
義
は
朝
の
六
時
か
七
時
頃
か
ら
始
め
る
の
で
、

昔
の
寺
子
屋
を
そ
の
ま
＼
、
学
校
ら
し
い
処
な
ど
は
ち
っ
と
も
な

か
っ
た
が
、
　
（
中
略
）
元
来
僕
は
漢
学
が
好
で
随
分
興
味
を
有
っ

て
漢
籍
は
沢
山
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
考
え
て
見
る
と

漢
籍
許
り
読
ん
で
こ
の
文
明
開
化
の
世
の
中
に
漢
学
者
に
な
っ
た

処
が
仕
方
な
し
、
別
に
之
と
云
う
目
的
が
あ
っ
た
訳
で
も
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
此
ま
＼
で
過
ご
す
の
は
充
ら
な
い
と
思
う
処
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

兎
に
角
大
学
へ
入
っ
て
何
か
勉
強
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
」
そ
こ

で
漱
石
は
、
大
学
予
備
門
へ
入
る
た
め
に
、
成
立
学
舎
へ
転
学
し

て
、
約
一
年
ほ
ど
一
生
け
ん
め
い
に
英
語
を
勉
強
し
た
の
で
あ
る
。

漱
石
は
成
立
学
舎
に
つ
い
て
、
　
「
随
分
汚
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

授
く
る
と
こ
ろ
の
数
学
、
歴
史
、
地
理
な
ど
い
う
も
の
は
、
皆
原

書
を
用
い
て
い
た
位
で
あ
る
か
ら
、
な
か
な
か
索
養
の
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仰

に
は
、
非
常
に
骨
が
折
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
漱
石
が
入
学
し
た
頃
の
成
立
学
舎
は
、
大
学
予
備
門
の
受
験
生

を
対
象
と
し
た
予
備
校
の
一
つ
と
し
て
、
有
名
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
文
部
省
年
報
（
明
治
十
二
年
）
に
よ
る
と
、
成
立
学
校

（
舎
）
は
、
明
治
九
年
の
設
立
で
、
校
長
は
笹
田
惣
右
衛
門
で
あ

り
、
神
田
区
今
川
小
路
に
あ
っ
た
。
教
員
数
は
男
性
八
名
、
生
徒

数
は
男
子
七
八
名
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
私
立
学
校
と
比
較
し

て
教
員
数
が
か
な
り
多
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
科
目
を
教
え
る
た
め

に
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
漱
石
は
、
明
治
十
六
年
九
月
頃
か
ら
成
立
学
舎
に
一
年
位
通
学

し
、
翌
年
の
九
月
に
は
、
大
学
予
備
門
の
人
学
試
験
に
合
格
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
試
験
科
目
は
、
和
漢
文
、
数
学
、
英
語

の
三
科
目
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

六
、
東
京
大
学
予
備
門

　
明
治
十
年
四
月
、
東
京
開
成
学
校
が
東
京
大
学
と
な
り
、
文
部

省
所
轄
東
京
英
語
学
校
が
東
京
大
学
予
備
門
と
改
称
さ
れ
、
東
京

大
学
法
理
文
三
学
部
の
予
科
と
し
て
発
足
し
た
。
予
備
門
の
教
育

課
程
は
年
ご
と
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
医

学
部
予
科
の
合
併
を
経
て
、
明
治
十
七
年
六
月
法
理
文
医
四
学
部

共
通
の
教
育
課
程
が
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て
、
次
第
に
大
学
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

備
教
育
の
内
容
も
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙

　
改
正
予
備
門
学
科
課
程
（
明
治
十
七
年
四
月
）
に
よ
る
と
、
修

学
年
限
は
一
律
四
ケ
年
と
な
り
、
最
初
の
二
年
間
は
英
語
か
独
逸

語
、
後
二
年
間
は
英
独
両
語
を
兼
修
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
漱
石
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が
入
学
し
た
と
き
の
第
一
年
（
第
四
級
）
の
科
目
は
、
修
身
学
、

和
漢
文
、
英
語
、
数
学
、
地
理
学
、
史
学
、
体
操
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
第
二
年
か
ら
第
四
年
ま
で
画
学
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
明
治
十
七
年
九
月
よ
り
予
備
門
は
統
合
さ
れ
、
新
制
度
は
新
入

生
に
対
し
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
月
に
入
学
試
験
が
行

わ
れ
、
受
験
者
総
数
一
〇
六
〇
名
、
新
制
度
の
適
用
さ
れ
る
「
改

正
学
科
第
四
級
生
に
は
、
英
語
課
一
一
六
名
、
そ
の
他
は
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楓

て
五
十
六
名
が
合
格
し
た
。
」

　
漱
石
は
、
自
分
が
入
学
し
た
頃
の
大
学
予
備
門
に
つ
い
て
、

「
始
め
予
備
門
の
方
の
年
数
が
四
ケ
年
、
大
学
の
方
が
四
ケ
年
、

都
合
大
学
を
出
る
ま
で
に
は
八
年
問
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
私
の
入
学
す
る
前
後
は
そ
の
規
定
は
変
じ
て
、
大
学
三
年
、

予
備
門
五
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
　
（
中
略
）
そ
の
予
備
門
五

年
を
も
亦
二
つ
に
分
ち
、
予
科
三
年
、
本
科
二
年
ど
い
う
順
序
で

　
⑤
　
⑭

し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
入
学
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

「
東
京
英
語
学
校
を
改
造
し
て
で
き
た
こ
の
大
学
予
備
門
は
、
十

八
年
八
月
東
京
大
学
の
管
理
か
ら
離
れ
て
文
部
省
が
直
轄
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
制
度
を
改
め
て
、
単
に
大
学
の
予
備
教
育
機
関

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
官
立
学
校
に
入
学
す
べ
き
生
徒
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
養
成
す
る
機
関
と
し
た
。
」
　
そ
し
て
、
そ
の
後
明
治
十
九
年
四

月
十
日
の
中
学
校
令
に
よ
っ
て
高
等
中
学
校
の
制
度
が
成
立
し
、

同
年
四
月
二
十
九
日
大
学
予
備
門
は
第
一
高
等
中
学
校
と
改
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
予
科
三
年
、
本
科
二
年
と
に
分
れ
た

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
と

　
漱
石
は
予
備
門
に
入
学
し
た
頃
殆
ん
ど
勉
強
せ
ず
、
得
意
な
学

科
も
な
く
、
中
で
も
数
学
、
英
語
に
最
も
苦
し
ん
だ
と
い
っ
て
い

⑳4
亀
成
績
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
ば
か
り
で
、
つ
い
に
予
科
二
年

の
時
落
第
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
真
面
目
に
授
業

に
も
出
席
し
、
卒
業
す
る
ま
で
首
席
を
通
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

七
、
文
科
大
学
と
大
学
院

　
漱
石
は
、
明
治
二
十
三
年
九
月
に
文
科
大
学
英
文
学
科
に
入
学

し
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
文
科
大
学
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
明
治
十
九
年
三
月
、
帝
国
大
学
令
が
発
布
さ
れ
て
、
従
来
の
東

京
大
学
は
帝
国
大
学
と
な
り
、
文
学
部
は
分
科
大
学
の
一
つ
で
あ

る
文
科
大
学
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
文
科
大
学
は
、
哲
学

科
、
和
文
学
科
、
漢
文
学
科
に
、
新
た
に
博
言
学
科
が
加
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
助

　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
四
学
科
と
な
っ
た
。
修
学
年
限
は
従
来
の
四
年
か
ら
三
年
に
変

わ
っ
た
。

明
治
二
十
年
九
月
に
は
、
史
学
科
、
英
文
学
科
、
独
逸
文
学
科
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が
増
設
さ
れ
、
既
存
の
学
科
と
併
せ
て
七
学
科
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
と
き
新
設
の
三
学
科
の
教
科
内
容
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

の
中
に
、
教
育
学
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

漱
石
は
、
明
治
二
十
五
年
十
二
月
に
文
科
大
学
教
育
学
論
文
と
し

て
、
　
「
中
学
改
良
策
」
を
書
き
、
明
治
維
新
以
降
の
中
学
校
の
沿

革
の
考
察
を
通
し
て
、
一
貫
し
た
教
育
の
必
要
性
、
教
師
の
資
質

の
向
上
、
生
徒
徳
育
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
二
年
六
月
に
国
史
科
が
新
設
さ
れ
、
同

時
に
従
来
の
和
文
学
科
は
国
文
学
科
に
、
漢
文
学
科
は
漢
文
科
と

改
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
に
は
仏
蘭
西
文
学

科
が
新
設
さ
れ
、
漱
石
が
英
文
学
科
に
入
学
し
て
ま
も
な
く
合
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

九
学
科
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
漱
石
が
在
学
中
に
ど
の
よ
う
な
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
か
は
、

　
　
　
　
　
　
鋤

卒
業
証
書
（
写
真
ゾ
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
画
メ
ー
ン
一
ヂ
ク
ソ
ン
他
外
人
教
師
一
名
に
、

英
語
、
英
文
学
の
指
導
を
う
け
て
い
る
。
ま
た
、
外
人
教
師
に
よ

る
史
学
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
修
得
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
、
ル
ド

ヴ
ィ
ヒ
㊥
ブ
ッ
セ
の
美
学
及
び
美
術
史
、
神
田
乃
武
（
な
い
ぶ
）

の
羅
旬
語
、
元
良
勇
次
郎
の
心
理
学
、
丼
上
哲
次
郎
の
東
洋
哲
学
、

中
島
力
造
の
倫
理
学
、
旦
局
真
實
の
教
育
学
等
を
受
講
し
た
の
で

あ
る
。
東
洋
哲
学
に
関
し
て
は
、
　
「
老
子
の
哲
学
」
と
い
う
す
ぐ

れ
た
単
位
修
得
論
文
が
残
っ
て
い
る
。
教
育
学
の
論
文
に
つ
い
て

は
先
に
ふ
れ
た
。

　
漱
石
の
先
輩
に
は
立
花
政
樹
が
お
り
、
明
治
二
十
四
年
七
月
に

卒
業
し
て
い
る
。
漱
石
は
明
治
二
十
六
年
の
七
月
十
日
に
、
英

文
学
科
二
人
目
の
卒
業
生
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時

に
帝
国
大
学
大
学
院
に
入
学
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
漱
石
が
入
学
し
た
頃
の
大
学
院
規
程
は
、
東
京
大
学
百
年
史

（
資
料
互
）
に
よ
る
と
、
明
治
十
九
年
四
月
一
日
に
制
定
さ
れ
、

翌
年
の
七
月
七
日
に
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
、
明
治
二
十
四
年
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

月
十
九
日
に
第
六
条
の
但
書
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
程

に
よ
り
入
学
を
許
可
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
条
で
は
、
専
攻
す
る
学
科
を
決
め
て
総

長
に
出
願
し
、
優
等
晶
行
端
正
の
者
に
限
り
評
議
会
の
議
を
経
て

許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
条
で
は
、
大
学
院
の
学

生
は
、
最
初
の
二
年
間
は
研
究
生
と
し
て
研
究
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
第
六
条
は
、
但
書
が
と
れ
て
、
大
学
院
の
学
生
は
研
究

生
の
段
階
か
ら
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
大
学
院
生
と
な
っ
た
漱
石
は
、
神
田
乃
武
、
ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
画
ブ

ッ
セ
か
ら
指
導
を
受
け
、
ケ
ー
ベ
ル
の
美
学
に
関
す
る
講
義
な
ど

　
　
　
鋤

を
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
、
漱
石
の
学
校
歴
の
考
察
を
終
る
が
、
漱
石
が
学
ん
だ
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当
時
の
教
育
機
関
の
制
度
的
位
置
づ
け
や
実
態
を
多
少
と
も
明
ら

か
に
し
、
漱
石
の
学
歴
の
不
明
な
点
や
す
き
ま
を
少
し
で
も
う
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
注

ω
　
小
林
洋
一
郎
、
　
「
夏
目
漱
石
の
教
育
観
と
教
師
と
し
て
の
漱
石
」
、

　
女
子
美
術
大
学
紀
要
｛
第
四
号
、
一
九
七
三
。

②
　
漱
石
文
学
全
集
、
別
巻
、
集
英
社
刊
、
昭
和
四
十
九
年
。
本
全
集
別

　
巻
は
、
荒
正
人
著
と
な
っ
て
お
り
、
漱
石
の
生
涯
に
関
す
る
事
項
を
可

　
能
な
か
ぎ
り
探
索
し
、
各
年
別
、
月
日
単
位
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

⑭
　
小
宮
豊
隆
、
　
『
夏
目
漱
石
』
一
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
。

ω
　
漱
石
全
集
、
第
十
二
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
年
、
六
一
頁

⑤
　
文
部
省
第
二
年
報
、
明
治
七
年
、
府
県
公
立
小
学
校
表
、
十
六
頁

⑥
　
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
、
第
一
巻
、
昭
和
三
十
九
隼
版
、
二
七

　
八
頁
－
二
八
○
頁

㎝
　
同
書
、
三
九
七
頁
－
四
一
七
頁

⑭
　
同
書
、
三
九
八
貢

⑨
　
尾
形
裕
康
、
　
■
学
制
実
施
経
緯
の
研
究
』
、
校
倉
書
房
、
昭
和
三
十

　
八
年
、
一
四
七
頁

ω
　
江
藤
淳
、
　
『
漱
石
と
そ
の
時
代
』
、
第
一
部
、
新
潮
選
書
、
昭
和
四

　
十
七
年
、
五
二
頁
－
五
三
頁

⑪
　
前
掲
書
③
、
五
六
頁

⑫
　
前
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前
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一
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五
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ω
　
同
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五
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頁
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⑯
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史
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附図学校系続図

第工図明治6年
（学制による制度）
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（資料出所，学制百年史，文部省）

一205一



附図学校系統図

第2図明治14年
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（資料出所，学制百年史”文部省）
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